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1 .原稿の仕様 原則としてワープロを用い， A 4判用紙に25字x32行 (800字)で印字された原稿を提出
すること。 A4判用紙の原稿2.5枚は織り上がり 1頁に相当する。和文では，本文，文献，図表，要約
をすべて含めた論文の脱り上がり頁数は，原著論文，資料，実践報告，展望は10頁を上限とする。英文
では，本誌8頁 (approximately550 words per page; including Abstract， References， Tables， and Figures)を上
限とする。また，短報は和文で 5頁，英文で4頁とする。これを超過する論文については，編集委員会
で搭載の可否を決定する。
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